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 本研究では、福島県が実施する緊急時モニタリングのデータのうち 2011 年 5 月～2020 年 3 月

までに実施した沿岸域 8 定線と松川浦 3 定点のデータ（全 3,647 サンプル）を用いて堆積物中の
137Cs 濃度の経時的な変化を明らかにした。堆積物中の 137Cs 濃度は事故直後から急激に低下した

が、その低下に鈍化がみられた。また、台風時のような大規模降雨の後に水深 7、10、20 m の地

点において堆積物中の 137Cs 濃度が最大約 4 倍に増加した。数値モデルを用いて堆積物中の 137Cs  

濃度を推定したところ、河川を介した陸域からの 137Cs の供給が沿岸域の堆積物中の 137Cs 濃度

を維持する可能性が示された。これらの結果から、堆積物中の 137Cs 濃度の低下の鈍化や濃度が

維持される主な要因は、大規模降雨時の河川を介した陸域からの 137Cs の供給にあることが示唆

された。 
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